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特集特集・旅行台湾年旅行台湾年特集・旅行台湾年
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老
若
男
女
を
問
わ
ず
人
気
の
海
外
旅
行
先
、
台
湾
。
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

各
地
を
巡
る
旅
行
者
も
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
注
目
を
集
め
そ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
宜
蘭
（
ぎ
ら
ん
）
だ
。
台
北
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど

の
距
離
。
肥
沃
な
平
原
と
美
し
い
海
が
広
が
り
、
温
泉
や
食
の
魅
力
に
も
満
ち

て
い
る
。
台
湾
観
光
局
で
も
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
に
向
け
て
、
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
て
い
る
。
都
市
の
喧
騒
を
離
れ
て
、

癒
し
の
ひ
と
時
が
楽
し
め
る
宜
蘭
の
見
所
を
紹
介
す
る
。

台
北
か
ら
車
で

わ
ず
か
１
時
間

宜
蘭
に
は
、
肥
沃
な
土
地

と
水
源
に
恵
ま
れ
た
蘭
陽
平

原
が
広
が
る
。
美
し
い
田
園

風
景
だ
け
で
な
く
、
青
い
海

と
海
岸
線
、
三
方
を
囲
む

山
々
と
多
様
な
顔
を
持
つ
。

宜
蘭
北
部
の
海
岸
線
は
、
東

北
角
国
家
海
岸
風
景
区
に
含

ま
れ
る
景
勝
地
で
も
あ
る
。

行
政
区
域
は
宜
蘭
県
で
人
口

約
４６
万
人
。
中
心
地
の
宜
蘭

市
は
人
口
約
９
万
５
千
人
。

宜
蘭
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

は
、
０７
年
１
月
の
北
宜
高
速

道
路
の
雪
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

で
格
段
に
向
上
し
た
。
当
初

は
通
行
車
両
に
規
制
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
大
型
バ
ス
の

通
行
も
可
能
に
な
っ
た
。
峠

を
越
え
る
必
要
が
な
く
な

り
、
台
北
か
ら
わ
ず
か
１
時

間
の
距
離
で
結
ば
れ
た
。
観

光
の
さ
ら
な
る
振
興
、
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

癒
し
の
ひ
と
時

礁

渓

温

泉

宜
蘭
市
の
北
側
に
位
置
す

る
礁
渓
温
泉
は
、
台
北
市
民

に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
温
泉

リ
ゾ
ー
ト
地
。
泉
質
は
炭
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
泉
、無
臭
透
明
。

美
人
の
湯
と
し
て
入
浴
後
は

肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
と
女

性
客
に
評
判
。
ホ
テ
ル
、
入

浴
施
設
な
ど
約
１
０
０
軒
が

密
集
し
、
露
天
風
呂
な
ど
を

備
え
た
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
も
あ
る
。
２
０
１
０
年
１２

月
に
は
、
春
秋
礁
渓
渡
假
酒

店
（S

prin
g
P
ark
Jiao
sh
i

-V
illa

R
e
so
rt

、
８４

室
）
、
礁
渓
鳳
凰
酒
店
（P

h
o
en
ix
H
o
t-S
p
rin
g
H
o
t

el

、
２
０
６
室
）
が
オ
ー
プ

ン
予
定
だ
。

宜
蘭
市
の
南
側
に
あ
る
蘇

澳
冷
泉
も
有
名
だ
。
２２
度
以

下
の
低
温
温
泉
だ
が
、
つ
か

っ
て
い
る
う
ち
に
体
の
芯
か

ら
温
ま
っ
て
く
る
。

古
い
町
並
み
再
現

伝
統
文
化
を
体
感

宜
蘭
に
は
、
伝
統
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
国
立
伝
統
芸
術
セ
ン
タ

ー
」（
敷
地
２４
�
）
が
あ
る
。

芸
能
や
工
芸
品
が
見
ら
れ
る

だ
け
で
は
な
い
。
５０
年
ほ
ど

前
の
宜
蘭
な
ど
に
あ
っ
た
古

い
街
並
み
を
再
現
し
た
一
画

が
あ
り
、
旅
行
者
は
非
日
常

的
な
空
間
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
る
。

古
く
福
建
省
か
ら
伝
承
さ

れ
た
台
湾
の
伝
統
的
な
建
築

様
式
や
西
洋
の
バ
ロ
ッ
ク
様

式
が
入
り
混
じ
る
古
い
街
並

み
に
は
、
宜
蘭
の
名
物
な
ど

を
販
売
す
る
店
舗
が
営
業

し
、
時
間
に
よ
っ
て
通
り
で

は
芸
能
な
ど
も
披
露
さ
れ

る
。敷

地
内
に
は
、
伝
統
的
な

建
物
や
街
並
み
の
雰
囲
気
な

ど
を
取
り
入
れ
た
ホ
テ
ル
、

福
泰
冬
山
�
（
７９
室
、D

O

N
G
-S
H
A
N
V
IL
L
A
Y
I

L
A
N

）も
営
業
し
て
い
る
。

ウ
イ
ス
キ
ー
工
場

見
学
者
に
開
放

宜
蘭
で
は
産
業
観
光
も
楽

し
め
る
。
「
ブ
ラ
ウ
ン
コ
ー

ヒ
ー
」
な
ど
の
商
品

で
台
湾
で
は
知
ら
な

い
人
が
い
な
い
飲
料

メ
ー
カ
ー
、
キ
ン
グ

カ
ー
（
金
車
）
グ
ル

ー
プ
が
昨
年
１２
月
４

日
、
ウ
イ
ス
キ
ー
工

場
（
敷
地
３０
�
）
を

宜
蘭
に
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。
観
光
施
設
を

備
え
た
工
場
で
見
学

者
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
唯
一
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
自
社
蒸
留
工
場
。
宜
蘭
の

お
い
し
い
湧
き
水
に
着
目
、

人
気
銘
柄
に
育
成
し
よ
う

と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら

技
術
者
も
招
い
た
。
開
発
し

た
新
商
品「
カ
バ
ラ
ン
」は
、

宜
蘭
の
先
住
民
族
の
名
に
由

来
。
す
で
に
台
湾
内
の
販
売

店
や
バ
ー
に
流
通
し
て
い

る
。ウ

イ
ス
キ
ー
工
場
に
は
販

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ

る
。
見
学
は
無
料
で
年
中
無

休
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
。
団
体
は
予
約
が
必

要
。

海
や
食
に
も

宜
蘭
の
魅
力

宜
蘭
の
北
部
海
岸
線
は
国

家
風
景
区
に
指
定
さ
れ
た
美

し
い
海
岸
線
が
広
が
る
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト

も
あ
る
。沖
合
の
亀
山
島（
周

囲
約
１０
�
）
に
も
上
陸
で
き

る
。
軍
の
施
設
が
あ
り
、
以

前
は
上
陸
が
制
限
さ
れ
て
い

た
が
、
２
０
０
０
年
８
月
か

ら
観
光
利
用
の
た
め
に
開

放
、
海
洋
生
態
公
園
と
し
て

整
備
し
て
い
る
。
た
だ
、
一

般
の
上
陸
が
認
め
ら
れ
る
の

は
３
〜
１１
月
の
期
間
。

宜
蘭
は
食
の
魅
力
に
も
あ

ふ
れ
て
い
る
。
魚
介
類
は
も

ち
ろ
ん
、
温
泉
に
含
ま
れ
る

鉱
物
が
味
を
良
く
す
る
と
言

わ
れ
る
礁
渓
温
泉
の
温
泉
野

菜
、
一
羽
丸
ご
と
を
塩
に
漬

け
て
燻
製
に
し
た
鴨
の
料

理
、
蜜
と
煮
詰
め
た
キ
ン
カ

ン
な
ど
が
有
名
だ
。

◆
宜
蘭
に
関
す
る
情
報

は
、
宜
蘭
海
岸
＆
東
北
角
国

家
公
園
（http

:
//w
w
w
.

necoast
-
nsa
.gov

.tw

/

）
、
宜
蘭
県
政
府
工
商
旅

遊
局
（http

:
//tourism

.e

-land.gov.tw
/JP
/

）ま
で
。

宜
蘭
癒
し
の
旅

台
湾
の
注
目
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

温
泉
、海
、食
の
魅
力
が
満
載

温泉でのんびりと（礁渓ロイヤルホテル）

台
湾
観
光
局
が
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
向
け
て
０８
年

か
ら
展
開
し
て
い
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン「
旅
行
台
湾
年
」は
、

最
終
年
度
の
２
年
目
に
入
っ

た
。
今
年
は
新
た
な
観
光
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、

台
湾
の
人
気
男
性
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
「
飛
輪
海
（
フ
ェ

イ
ル
ン
ハ
イ
）」を
起
用
す
る

な
ど
、
日
本
に
対
す
る
各
種

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
強

化
。
引
き
続
き
日
本
の
旅
行

会
社
の
商
品
造
成
を
支
援
す

る
ほ
か
、
旅
行
者
に
対
す
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
行
う
。

台
湾
観
光
局
に
よ
る
と
、

０８
年
の
訪
台
日
本
人
旅
行
者

数
は
前
年
比
６
・
８
％
減
の

１
０
９
万
人
。
昨
年
夏
以
降

の
世
界
的
な
景
気
後
退
な
ど

が
影
響
し
た
が
、
０９
年
は
航

空
機
の
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

が
下
降
、
円
高
な
ど
の
好
材

料
も
出
て
き
た
。
旅
行
台
湾

年
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

ら
に
促
進
し
、
旅
行
者
の
増

加
を
目
指
す
。

観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
飛
輪
海
は
、
こ
れ
ま

で
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
務
め
て
き
た
男
性
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｆ
４
」
と
並

び
、
日
本
人
女
性
の
間
に
も

フ
ァ
ン
が
多
い
こ
と
か
ら
、

広
告
な
ど
へ
の
露
出
で
若
い

女
性
層
の
台
湾
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
く
。

旅
行
素
材
と
し
て
は
従
来

の
テ
ー
マ
に
加
え
、グ
ル
メ
、

温
泉
、
映
画
・
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
地
巡
り
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
強

化
し
て
い
く
。
グ
ル
メ
で
は

外
国
人
観
光
客
に
人
気
の
屋

台
料
理
を
、
温
泉
で
は
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
食
事
を
組
み
合
わ

せ
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

Ｐ
Ｒ
。
ロ
ケ
地
巡
り
で
は
、

台
湾
で
昨
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た

台
湾
映
画
「
海
角
７
号
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｎ
ｏ
�
７
」
が
日
本

で
も
上
映
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
舞
台
と
な
っ
た
台
湾

南
部
の
墾
丁
、
恒
春
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
を
仕
掛
け
る
。

旅
行
者
に
対
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
四

半
期
ご
と
に
内
容
を
替
え
て

お
り
、
４
〜
６
月
は
、
５０
元

（
台
湾
ド
ル
）
が
チ
ャ
ー
ジ

さ
れ
た
台
北
Ｍ
Ｒ
Ｔ
悠
遊
カ

ー
ド
、高
雄
Ｍ
Ｒ
Ｔ
カ
ー
ド
、

観
光
テ
ー
マ
パ
ー
ク
入
場
無

料
チ
ケ
ッ
ト
を
提
供
。
事
前

に
台
湾
観
光
協
会
の
東
京
事

務
所
・
大
阪
事
務
所
に
申
請
。

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
場
合
、
旅

行
会
社
か
ら
も
申
請
で
き

る
。ま

た
、入
国
百
万
人
目（
０９

年
１
月
１
日
か
ら
）
に
該
当

す
る
幸
運
な
旅
行
者
に
は
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
１
０

０
万
人
目
は
１０
万
元
、
２
０

０
万
人
目
は
２０
万
元
と
い
う

よ
う
に
カ
ー
ド
の
利
用
可
能

額
が
上
が
っ
て
い
く
。

訪
台
旅
行
を
取
り
扱
う
日

本
の
旅
行
会
社
に
対
す
る
支

援
策
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
実

施
し
て
い
く
。
地
方
空
港
発

着
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
に

対
す
る
補
助
金
の
交
付
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
に
対

す
る
各
種
特
典
の
提
供
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
商
品

造
成
、
送
客
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

さ
ら
な
る
誘
客
促
進
へ

旅
行
客
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

台湾北部

宜
蘭
に
高
級
ス
イ
ー
ト
ル
ー

ム
を
備
え
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
が
登
場
し
た
。
シ
ル
ク

ス
・
ホ
テ
ル（
晶
華
国
際
酒
店
）

グ
ル
ー
プ
が
昨
年
１２
月
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
「
シ
ル
ク
ス
・
プ

レ
イ
ス
・
イ
ー
ラ
ン
（
蘭
城
晶

英
酒
店
）」だ
。
す
で
に
日
本
人

や
ア
メ
リ
カ
人
の
旅
行
者
も
利

用
し
て
い
る
。
日
本
語
会
話
に

対
応
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
常
駐
し

て
い
る
。

宜
蘭
市
の
中
心
部
に
位
置
す

る
複
合
型
ビ
ル
の
６
〜
１１
階
が

シ
ル
ク
ス
・
プ
レ
イ
ス
・
イ
ー

ラ
ン
。
５
階
以
下
は
、
複
数
の

商
業
施
設
が
店
舗
を
構
え
る
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
。

客
室
数
は
１
９
３
室
。
こ
の

う
ち
高
級
ス
イ
ー
ト
が
２０
室
。

と
く
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
ー
デ

ン
や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
を
配
し
た
大

型
バ
ル
コ
ニ
ー
を
持
つ
「
ス
カ

イ
ヴ
ィ
ラ
ス
イ
ー
ト
」
で
は
贅

沢
な
時
間
が
過
ご
せ
そ
う
だ
。

宜
蘭
近
海
で
揚
が
っ
た
新
鮮

な
魚
介
を
使
っ
た
料
理
も
自

慢
。
６
階
に
は
、
個
室
（
２０
〜

４０
人
の
収
容
可
能
）
を
備
え
た

中
華
料
理
の
「
紅
楼
」
、
活
魚

を
目
の
前
で
調
理
す
る
「
ミ
ッ

ク
ス
グ
ル
メ
」
な
ど
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
る
。

ホ
テ
ル
内
に
は
、
「
グ
ラ
ン

ド
・
フ
ォ
ル
モ
サ
・
リ
ー
ジ
ェ

ン
ト
台
北
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
店

と
し
て
人
気
の
ス
パ
・
エ
ス
テ

「
沐
蘭
（
ム
ー
ラ
ン
）」が
入
店

し
て
い
る
。

同
ホ
テ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、http

:
//w
w
w
.silk
sp
l

ace-yilan.com
.tw
/jp/

シ
ル
ク
ス
・
プ
レ
イ
ス
・
イ
ー
ラ
ン

宜宜
蘭蘭
にに
大大
型型
高高
級級
ホホ
テテ
ルル
開開
業業

旅行台湾年

国立伝統芸術センター

シルクス・プレイス・イーラン

ジャグジー付きの客室も
観光イメージキャラクターの「飛輪海」

今
年
で
設
立
５０
周
年
を
迎
え

る
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、

搭
乗
客
に
抽
選
で
航
空
券
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
５０
周
年

あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。同
時
に
、

旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
販
売
を
支

援
し
よ
う
と
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア

ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る

�
５０
歳
�
の
旅
行

者
の
代
金
を
割
り

引
く
な
ど
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
特
典
を
各
社
に
提
供

し
て
い
る
。

あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
台
湾
観
光
局
、
ハ
ワ
イ
州

観
光
局
が
協
賛
。
同
社
の
成
田

出
発
便
の
搭
乗
客
を
対
象
に
、

ホ
ノ
ル
ル
行
き
、
ま
た
は
台
北

行
き
の
航
空
券
と
ホ
テ
ル
宿
泊

券
を
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
今
月
１６
日
か
ら
１２
月
１５
日

ま
で
の
期
間
を
３
期
に
分
け
て

抽
選
を
行
い
、
合
計
６０
人
に
賞

品
を
贈
る
。

チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
を
利

用
し
た
成
田
発
台
北
行
き
の
パ

ッ
ク
ツ
ア
ー
を
造
成
し
て
い
る

旅
行
会
社
に
対
し
て
は
、「
５０
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
旅
行
代

金
の
割
引
特
典
を
提
供
し
て
い

る
。「
祝
５０
歳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
１
９
５
９
年
生
ま
れ
の
参

加
者
に
限
っ
て
１
万
円
を
還

元
、
「
祝
・
結
婚
５０
周
年
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
は
５９
年
に
結
婚

し
た
夫
婦
の
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

に
１
万
円
を
還
元
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

同
社
は
５９
年
１２
月
に
台
北
で

設
立
。
６２
年
に
初
の
国
内
定
期

便
台
北
〜
花
蓮
線
を
、
６６
年
に

初
の
国
際
定
期
便
台
北
〜
サ
イ

ゴ
ン
（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
線
を

就
航
し
た
。日
本
と
の
間
で
は
、

６７
年
に
台
北
〜
大
阪
〜
東
京

線
。
８１
年
に
は
台

北
〜
東
京
〜
ホ
ノ

ル
ル
線
も
就
航
。

現
在
、
台
北
と
日

本
の
７
都
市
（
札
幌
、
成
田
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
、

沖
縄
）
を
定
期
便
で
結
ん
で
い

る
。旅

行
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
は
、
同
社
旅
客
営
業
部
（
�

０３
・
５
５
２
０
・
０
３
３
０
）

ま
で
。

台
湾
観
光
局
な
ど
が
主
催

す
る
０９
年
の
「
台
湾
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
２

月
９
〜
２２
日
、
宜
蘭
県
の
宜

蘭
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

た
。
干
支
の
丑
（
う
し
）
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
し

た
大
小
の
花
燈
（
ラ
ン
タ

ン
）
、
色
と
り
ど
り
の
提
灯

が
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し

た
。
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
９０
年
以
降
、
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
台
湾
各
地

で
巡
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

宜
蘭
で
は
１４
日
間
で
、
外
国

人
旅
行
者
を
含
む
３
０
０
万

人
以
上
の
来
場
者
を
記
録
し

た
。

旧
暦
１
月
１５
日
の
「
元
宵

節
」
に
提
灯
を
灯
す
風
習
を

大
型
イ
ベ
ン
ト
化
し
た
も

の
。
丑
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

メ
ー
ン
ラ
ン
タ
ン
は
、
高
さ

が
１８
�
に
及
び
、
田
を
耕
す

水
牛
の
力
強
さ
に
景
気
好
転

へ
の
願
い
を
込
め
た
。
こ
の

ほ
か
住
民
や
企
業
が
作
成
し

た
手
作
り
の
ラ
ン
タ
ン
も
数

多
く
展
示
。
昨
年
１２
月
に
台

北
市
立
動
物
園
に
パ
ン
ダ
が

到
着
し
た
こ
と
か
ら
、
パ
ン

ダ
を
か
た
ど
っ
た
ラ
ン
タ
ン

も
多
か
っ
た
。

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式

典
に
は
、
馬
英
九
総
統
も
駆

け
つ
け
、
初
日
に
集
ま
っ
た

約
１０
万
人
の
観
客
に
あ
い
さ

つ
し
た
。
芸
能
ス
テ
ー
ジ
に

は
、
日
本
人
の
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
節
チ
ー
ム
が
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な

ど
、
日
台
交
流
の
機
運
も
盛

り
上
げ
た
。

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

宜
蘭
の
夜
に
熱
気

５０
周
年
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ャ
イ
ナ

エ
ア
ラ
イ
ン

旅
行
会
社
に
も
特
典
提
供

見学できるウイスキー工場

亀の形をした亀山島提灯に願いをかける（２月９日）

総統府で歴史を学ぶ
政治の中枢である「総統府」の参観

は、日本人旅行者にとって興味深い体
験となるはずだ。日本統治時代の１９１９
年に建てられたルネサンス様式の建物
で、かつては「台湾総督府」だった。
１階部分には展示施設があり、台湾の
歴代総統のゆかりの品々、例えば、故
・蒋介石総統が使ったその地位を象徴
する「統帥権杖」をはじめ、印鑑、軍
服などが見られる。日本統治時代の歴
史を紹介する資料も多い。平日に公開している１階部分に加え、毎月１回
を基本に、正面ロビーや２階の会議室、レセプションルームも公開してい
る。日本語のボランティアガイドも常駐。入場無料（旅券提示や手荷物検
査などの手続きあり）。
◇１階開放日：月～金曜（祝祭日除く）午前９～１２時（入場１１時半まで）
◇全館開放日：０９年４月１２日、５月３日、６月７日、７月５日、８月２日、
９月６日、１０月１０日、１１月８日、１２月６日、時間は午前８～午後４時（１０
月１０日は午後１２～４時）
参観の詳細は、http : //www.president.gov.tw/

台湾観光トピックス
高雄でもう１つの�五輪大会�
今年７月１６～２６日に「２００９年ワールドゲームズ高雄大会」が高雄市で開

催される。ワールドゲームズは、４年に１度、夏季オリンピックの翌年に
開かれる非オリンピック種目の国際スポーツ大会。フリークライミングや
スカッシュ、ラグビー（７人制）など３１競技に、日本人選手を含む約１００
カ国・５０００人が参加する。メインスタジアムは新たに建設された施設で、
設計は世界的に著名な日本人建築家、伊東豊雄氏が担当した。高雄市では、
大会開催を契機にした日本人観光客の増加に期待している。

大型バスターミナルが６月オープン
台湾最大規模のバスターミナルが６月末、台北市内に正式オープンする

ことになった。中・長距離バス用の「国道客運台北ターミナル」で１日当
たり２０００台のバスが出入りするという。チケットカウンター、運行・配車
状況を示すパネルなどが整備され、旅行者の利便性が向上。施設は映画館、
ホテルも併設する。
バスターミナルには、MRT台北駅「南４出口」または「出口６」が近

い。
ホームページは、http : //www.busad.org.tw/

総統府（台北市）

http://taiwan.net.tw

